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【
う
ら
へ
続
く
】

　

東
京
芸
大
、
東
京
工
大

に
つ
づ
き
千
葉
大
、
一
橋

大
、
東
京
医
科
歯
科
大
が

来
年
４
月
か
ら
の
約
11
万

円
の
学
費
値
上
げ
を
発
表

し
ま
し
た（
図
）。
９
月
に

突
如
値
上
げ
が
発
表
さ
れ

た
一
橋
大
で
は
有
志
の
会

と
院
生
自
治
会
が
立
て
看

板
な
ど
で
値
上
げ
に
つ
い

て
知
ら
せ
る
一
方
、
ネ
ッ

ト
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。

回
答
者
２
８
０
人
（
う
ち

学
内
１
９
０
人
）
の
86
・

７
％
が
値
上
げ
の
説
明
が

「
分
か
ら
な
い
」「
十
分
で

な
い
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

同
会
は
11
月
27
日
に
は
討

国
立
大
授
業
料
の
一
方
的
値
上
げ 

学
生
た
ち  

値
上
げ
は
中
止
を
! !

　
安
倍
政
権
が
交
付
金
削
減
で
値
上
げ
圧
力

論
集
会
を
開
催
。
そ
の
後
、

千
葉
大
、
東
京
芸
大
な
ど

の
学
生
た
ち
と
授
業
料
値

上
げ
の
中
止
を
求
め
る
会

（
仮
称
）発
足
の
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

国
立
大
の
学
費
値
上
げ

の
背
景
に
は
、
運
営
費
交

付
金
を
大
幅
削
減
し
、
自

己
収
入
を
増
や
せ
る
大
学

だ
け
を
生
き
残
ら
せ
、
そ

れ
以
外
は
切
り
捨
て
る
安

倍
政
権
の
方
針
が
あ
り
ま

す
。

　

日
本
共
産
党
は
、
国
が

減
ら
し
た
運
営
費
交
付
金

を
元
に
戻
し
、
授
業
料
を

直
ち
に
半
額
に
し
、
計
画

的
に
無
償
化
す
べ
き
だ
と

主
張
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
で
は
新
年
恒
例
の
「
新
春
座

談
会
」
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

職
場
の
み
な
さ
ん
か
ら
も
、
言
い
た
い
こ
と
、

取
り
上
げ
て
ほ
し
い
テ
ー
マ
、
日
本
共
産
党
に
聞

き
た
い
こ
と
な
ど
、
ぜ
ひ
お
寄
せ
下
さ
い
。

特
別
企
画
「
新
春
座
談
会
」

　

日
本
共
産
党
の
志
位
委

員
長
と
立
憲
民
主
党
の
枝

野
代
表
は
15
日
夜
、
東
京

共産党志位委員長が
立憲民主党の枝野代表
国民民主党の玉木代表と会談
　 “安倍政権を倒し政権を代え
　   立憲主義を取り戻す”

都
内
で
会
談
、
４
点
で
合

意
し
ま
し
た
。

　

合
意
内
容
は
、
①
閉
会

中
も
来
年
の
通
常
国
会
に

お
い
て
も
、「
桜
を
見
る

会
」
疑
惑
に
つ
い
て
野
党

が
結
束
し
て
追
及
の
手
を

緩
め
な
い
②
安
倍
政
権
を

総
辞
職
に
追
い
込
む
こ
と

に
全
力
を
あ
げ
る
③
早
期

解
散
も
十
分
に
あ
り
得
る

と
の
認
識
で
準
備
を
急
ぐ

④
安
倍
政
権
を
倒
し
政
権

を
代
え
、
立
憲
主
義
を
取

り
戻
す
。

　

志
位
委
員
長
は
会
談
後
、

安
倍
政
権
を
倒
し
、
政
権

を
代
え
、
立
憲
主
義
を
取

り
戻
す
こ
と
で
合
意
し
た

の
は
た
い
へ
ん
大
事
な
一

歩
前
進
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

ま
た
志
位
委
員
長
は
国

民
民
主
党
の
玉
木
代
表
と

20
日
に
会
談
。
①
憲
法
に

も
と
づ
き
、立
憲
主
義
、民

主
主
義
、
平
和
主
義
を
回

復
す
る
②
格
差
を
た
だ
し
、

家
計
・
く
ら
し
応
援
第
一

の
政
治
に
切
り
替
え
る
③

多
様
性
を
尊
重
し
、
個
人

の
尊
厳
を
大
切
に
す
る
政

治
を
築
く
―
の
３
点
の
方

向
で
、
政
権
交
代
を
図
る

た
め
に
協
力
す
る
こ
と
で

合
意
し
ま
し
た
。

　

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
。

国
語
と
数
学
の
記
述
式
問

題
の
導
入
見
送
り
。（
17

日
）。「
見
送
り
で
な
く
中

止
す
べ
き
だ
」「
教
育
現
場

の
反
対
を
無
視
し
た
押
し

つ
け
だ
」「
高
校
生
が
反
対

を
訴
え
て
い
た
」「
英
語
民

間
試
験
の
延
期
に
続
く
見

送
り
だ
」「
安
倍
政
権
の
大

学
入
試
改
革
の
二
つ
の
柱

が
破
綻
し
た
」「
採
点
の
公

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
に
カ
ン
パ
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
編
集
委
員
会

衰退に歯止めがかからない
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

平
性
な
ど
を
野
党
が
結
束

し
て
追
及
し
た
成
果
だ
」

「
受
験
生
の
将
来
を
も
て

あ
そ
ん
で
い
る
。
文
科
大

臣
は
責
任
を
と
る
べ
き

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

男
女
格
差
の
国
別
比
較
。

「
17
日
に
発
表
さ
れ
た

ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ

指
数
で
、
日
本
は
世
界

１
５
３
カ
国
中
、
１
２
１

位
だ
っ
た
」「
過
去
最
低

だ
っ
た
２
０
１
７
年
の

１
１
４
位
よ
り
さ
ら
に
後

退
し
た
」「
主
要
７
カ
国
で

は
最
低
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

森
友
文
書
、
不
開
示
は

違
法
（
17
日
）。「
森
友
学

園
の
情
報
開
示
訴
訟
で
、

国
が
値
引
き
の
根
拠
を
非

開
示
に
し
た
こ
と
を
大
阪

高
裁
が
違
法
と
し
た
」「
画

期
的
な
逆
転
判
決
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｃ
Ｏ
Ｐ
25
が
閉
幕
（
15

日
）。「
40
時
間
延
長
し
た

こ
だ
わ
る
日
本
は
具
体
的

な
対
策
を
提
起
で
き
な

か
っ
た
」「
日
本
は
足
を

引
っ
張
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

共
同
通
信
全
国
世
論
調

査（
14
、15
日
実
施
）。「
安

倍
内
閣
の
支
持
率
は
42
・

７
％
、不
支
持
は
43
・
０
％

で
支
持
を
逆
転
し
た
」「
桜

疑
惑
で
は
『
安
倍
首
相
は

十
分
に
説
明
し
て
い
る
と

は
思
わ
な
い
』が
83
・
５
％

に
も
上
っ
た
」

　

沖
縄
県
辺
野
古
の
米
軍

新
基
地
建
設
に
伴
う
埋
め

立
て
土
砂
の
投
入
か
ら
12

月
14
日
で
１
年
。
安
倍
政

権
は
県
民
投
票
や
参
院
選

な
ど
で
示
さ
れ
た
新
基
地

反
対
の
圧
倒
的
な
民
意
を

無
視
し
違
法
・
無
法
な
工

事
を
強
行
し
続
け
て
い
ま

す
が
、
県
民
の
粘
り
強
い

た
た
か
い
に
阻
ま
れ
土
砂

投
入
の
進
捗
率
は
わ
ず
か

１
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
土

砂
投
入
は
南
側
（
辺
野
古

米
軍
新
基
地 

土
砂
投
入
１
年

抗
議
つ
づ
く 

工
事
阻
む

　
辺
野
古
（
進
捗
率
）
た
っ
た
１
％

核廃絶メッセージ
　　ローマ教皇に賛同

世界平和アピール七人委

　

世
界
平
和
ア
ピ
ー
ル
七

人
委
員
会
は
11
月
28
日
、

来
日
し
た
ロ
ー
マ
教
皇
の

“
原
子
力
の
戦
争
の
目
的

の
使
用
と
核
兵
器
所
有
は

倫
理
に
反
す
る
”
と
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
賛
同
し
、

「
日
本
国
憲
法
第
九
条
の

精
神
に
合
致
し
た
も
の
」

と
の
ア
ピ
ー
ル
を
発
表
し

ま
し
た
。

　

ア
ピ
ー
ル
は
、
核
兵
器

禁
止
条
約
に
署
名
し
な
い

日
本
政
府
の
姿
勢
を
厳
し

く
問
い
、
教
皇
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
「
広
く
共
有
さ

れ
る
こ
と
を
願
い
」「
現
代

世
界
の
宗
教
や
学
術
や
文

化
活
動
に
携
わ
る
人
々
か

ら
も
、
こ
う
し
た
声
が
さ

ら
に
高
ま
っ
て
い
く
こ
と

を
強
く
期
待
し
た
い
」
と

結
ん
で
い
ま
す
。

米探査機パーカー
低速太陽風を赤道近くの
コロナホールで吹き出し観測

　「ネイチャー」電子版（４日付）

　

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
探
査
機

「
パ
ー
カ
ー
・
ソ
ー
ラ
ー
・

プ
ロ
ー
ブ
」
が
昨
年
８
月

に
打
ち
上
げ
た
後
、
太
陽

に
２
回
接
近
、
そ
の
観
測

結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

太
陽
か
ら
吹
き
出
す

「
太
陽
風
」と
呼
ば
れ
る
電

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
年
末
な
の
に
比
較
的

暖
か
い
」「
時
折
寒
く
な
る

の
で
体
が
つ
い
て
い
か
な

い
」

側
）
の
工
区
で
、
北
側
の

大
浦
湾
側
は
全
く
進
ん
で

い
ま
せ
ん
（
図
）。

　

辺
野
古
の
工
事
に
詳
し

い
元
土
木
技
術
者
は
、「
こ

の
ペ
ー
ス
で
は
、
辺
野
古

側
の
埋
め
立
て
だ
け
で
も

10
年
、
全
体
の
土
砂
投
入

が
終
わ
る
ま
で
に
60
年
か

か
る
」と
指
摘
。「
運
動
を

さ
ら
に
強
化
す
れ
ば
新
基

地
建
設
を
中
止
さ
せ
る
展

望
が
は
っ
き
り
見
え
ま
す
。

焦
っ
て
い
る
の
は
安
倍
政

権
で
す
」
と
語
り
ま
す
。

が
、
地
球
温
暖
化
対
策
の

強
化
を
促
す
成
果
文
書
の

採
択
に
留
ま
っ
た
」「
来
年

か
ら
始
ま
る
パ
リ
協
定
の

実
施
に
必
要
な
ル
ー
ル
の

一
部
は
来
年
に
先
送
り
さ

れ
た
」「
石
炭
火
力
発
電
に

離
し
た
ガ
ス
の
流
れ
に
は

高
速
と
低
速
の
２
種
類
あ

り
、今
回
パ
ー
カ
ー
は
、低

速
の
太
陽
風
が
赤
道
近
く

の
小
さ
い
「
コ
ロ
ナ
ホ
ー

ル
」
か
ら
吹
き
出
し
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

高
速
太
陽
風
は
、
太
陽
の

南
・
北
極
近
く
の
大
き
な

コ
ロ
ナ
か
ら
吹
き
出
し
て

い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

観
測
で
は
、
磁
力
線
が

数
秒
か
ら
数
分
間
、
Ｓ
字

状
に
大
き
く
蛇
行
す
る
現

象
も
観
測
。
太
陽
に
約

３
千
２
百
万
キ
ロ
ま
で
接

近
す
る
と
、
太
陽
風
の
吹

き
出
す
方
向
に
太
陽
の
自

転
の
影
響
が
み
ら
れ
ま
し

た
。

　

パ
ー
カ
ー
は
太
陽
に
計

24
回
接
近
す
る
計
画
で
、

太
陽
風
の
詳
細
な
仕
組
み

の
解
明
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

一
年
間
の
ご
愛
読
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
よ
い
お
年
を
お
迎

え
く
だ
さ
い
。

　

来
年
は
１
月
14
日
か

ら
発
行
予
定
で
す
。


